




























【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は③
大気透過率が大きい（空気が澄んでいる）ほど、大気中での散乱が少なくなるため直達日
射量は大きくなり、天空日射量は小さくなる。大気透過率が大きいほど天空日射量が大き
くなるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-2
正解は⑤
点光源からA点までの距離は2/cos60°＝4mである。A点における水平面照度は法線照度に
cos60°を乗じて求められ、(1000/4^2)×0.5＝31.25lxとなり、約31lxである。

●問題Ⅲ-3
正解は④
木材の熱伝導率は約0.1〜0.15W/(m・K)程度であり、土（約0.6）やしっくい（約0.7）の
熱伝導率よりも小さい。大きいとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-4
正解は②
面密度が同じ単板ガラスと複層ガラスを比較した場合、複層ガラスは空気層による共鳴透
過現象が生じるため、中低音域で単板ガラスよりも遮音性能が低下する周波数帯が存在す
る。

●問題Ⅲ-5
正解は②
内部結露を防止するための防湿層は、室内からの水蒸気が壁体内部へ侵入するのを防ぐた
め、温度の高い断熱材の「室内側」に配置する。室外側に配置すると内部結露を助長する
ため誤りである。

●問題Ⅲ-6
正解は①
赤外放射は可視光線よりも波長が長い電磁波（波長約780nm〜1mm）であり、波長380nm以
下の範囲は「紫外放射（紫外線）」である。赤外放射とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-7
正解は③
コンクリート外断熱工法では、熱容量の大きい躯体が断熱層の内側にあるため室温変動が
緩慢（蓄熱効果が大きい）になり、内断熱工法の方が熱容量の小さい内装材で覆われるた
め室温応答性が高い。

●問題Ⅲ-8
正解は②
比エンタルピーの計算式より、初期状態はh1≒20.1kJ/kg(DA)、変化後はh2≒
78.1kJ/kg(DA)となる。比エンタルピー差約58kJ/kgに乾き空気1000kgを乗じると約58MJと
なる。

●問題Ⅲ-9
正解は④
換気による顕熱除去の計算式より、風量Q＝6.48÷{1.2×1.0×(34−19)}＝0.36m³/sとな
る。1時間当たりに換算すると0.36×3600＝1296m³/hである。

●問題Ⅲ-10
正解は③
パーソナル空調（タスク・アンビエント空調）は、執務者がいるタスク域を個別に快適な
通常空調とし、周辺のアンビエント域の設定条件を緩和することで省エネルギーを図るシ
ステムである。



●問題Ⅲ-11
正解は②
BEMS（ビルエネルギー管理システム）は、運転データの収集・解析や機器の最適制御を通
じて、建物の性能検証（コミッショニング）を支援する有効な手段である。

●問題Ⅲ-12
正解は②
高置水槽方式では、高置水槽の有効容量（一般に使用水量の1〜2時間分程度）と、水槽へ
給水する揚水ポンプの揚水量（ポンプ容量）とは相互に密接に関連して決定される。

●問題Ⅲ-13
正解は③
各個通気管の管径は、接続する排水管（器具排水管）の管径の「1/2以上」かつ32mm以上
とすることが規定されている。1/3より小さくしてはならないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-14
正解は①
器具排水管が満流となって流れる際に生じるのは、サイホン作用による「自己サイホン作
用（または吸出し作用）」である。毛管現象はトラップのウェアに引っかかった糸くず等
により生じる現象である。

●問題Ⅲ-15
正解は④
第2種機械換気（給気ファン＋自然排気口）は室内を正圧に保ち外部からの汚染物質の侵
入を防ぐ方式で、無菌室等に用いられる。住宅で一般的に用いられるのは第1種または第3
種換気である。

●問題Ⅲ-16
正解は⑤
大気中のオゾンは反応性が高く、地表付近の汚染大気中では一酸化窒素等との反応により
速やかに消費されるため、一般的な対流圏での滞留・寿命は数日から数週間程度である。

●問題Ⅲ-17
正解は③
換気量は60×0.5＝30m³/hである。必要放散量は(30−6)×30＝720μg/hとなり、放散速度
20μg/(m²・h)で除すと放散面積は36m²と求まる。

●問題Ⅲ-18
正解は⑤
生活環境項目における大腸菌数の環境基準値および試験結果の単位は、「CFU/100mL」で
ある。CFU/Lで表すとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-19
正解は④
汚泥10m³（固形分4%）中の固形物量は0.40m³、汚泥15m³（固形分1%）中の固形物量は
0.15m³である。混合後全量25m³中の総固形分は0.55m³（2.2%）となり、含水率は97.8%と
なる。

●問題Ⅲ-20
正解は①
浄化槽法第2条において、浄化槽は「便所と連結してし尿及びこれと併せて雑排水を処理
する」ものと定義されており、雨水の処理を目的とするものではない。

●問題Ⅲ-21
正解は②
人の健康の保護に関する環境基準のうち、全シアンの基準値は「不検出」と定められてお
り、年間平均値ではない。



●問題Ⅲ-22
正解は①
硝化反応（アンモニア性窒素の酸化）では水素イオンが生成されてアルカリ度が消費され
るためpHが低下し、脱窒反応ではアルカリ度が生成されるためpHが上昇する。

●問題Ⅲ-23
正解は④
単一の反応槽内で汚水の流入、ばっ気、沈殿、上澄水排出をサイクル的に繰り返す処理方
式は「回分式活性汚泥法」である。標準活性汚泥法とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-24
正解は①
凝集沈殿（凝集分離）は、凝集剤を添加して微細な懸濁物質（SS）、コロイド、リン、フ
ミン質等を除去する技術であり、水中に溶解している硝酸性窒素等の窒素を除去すること
はできない。

●問題Ⅲ-25
正解は⑤
JIS A 3302-2000において、処理対象人員算定基準の単位には延べ面積、定員、便器数、
ベッド数、駐車枠数等が用いられるが、「容積率」を算定単位とする用途はない。

●問題Ⅲ-26
正解は③
浄化槽の保守点検回数は、処理方式や処理対象人員（槽容量）に応じて省令で細かく定め
られており（年3回〜週1回以上など異なる）、すべて一律年4回ではない。

●問題Ⅲ-27
正解は②
環境省の漂着ごみ調査において、太平洋側や日本海側北部などの多くの海岸では国内由来
（日本製）のペットボトルが過半を占めており、いずれの海岸でも外国製が大部分を占め
るとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-28
正解は③
サーマルNOxは、燃焼空気中の窒素と酸素が高温（約1,300℃以上）で反応して生成する。
750℃以下になると生成されるとする記述は事実と正反対で誤りである。

●問題Ⅲ-29
正解は④
循環型社会形成推進基本法に定められた基本原則における優先順位は、①発生抑制（リデ
ュース）、②再使用（リユース）、③再生利用（マテリアルリサイクル）、④熱回収、⑤
適正処分である。

●問題Ⅲ-30
正解は②
大型不燃物除去後の強熱減量率は(40−38)÷40＝5.0%である。乾燥試料全体に占める可燃
性試料の割合(10−2)÷10＝0.8を乗じることで、乾燥灰全体の熱しゃく減量は4.0%とな
る。

●問題Ⅲ-31
正解は①
産業廃棄物管理票（マニフェスト）制度は、産業廃棄物の委託処理に義務付けられている
制度であり、事業系一般廃棄物はマニフェスト制度の法定対象外である。

●問題Ⅲ-32
正解は③
埋立処分に先立つ展開検査は、安定型最終処分場において異物（管理型廃棄物等）の混入
を防止するために義務付けられているものであり、一般廃棄物最終処分場の法定要件では



ない。

●問題Ⅲ-33
正解は②
塩化物イオンは水中に完全に溶解した微小な無機陰イオンであり、懸濁物質や高分子を除
去対象とする精密ろ過（MF膜）や限外ろ過（UF膜）では分離・除去できない。

●問題Ⅲ-34
正解は④
安定型最終処分場に埋立可能な産業廃棄物は、性状が安定して腐敗・溶出しない廃プラス
チック類、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず、がれき類
の5品目である。

●問題Ⅲ-35
正解は⑤
複数の廃棄物処理施設を同一敷地等に集合して設置する場合、相互の影響や複合的な環境
影響を総合的に評価して一体的に生活環境影響調査を実施できる。個別実施を義務とする
記述は誤りである。


